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寄附・寄贈のお礼　【敬称略】　11／９～12／ 24
▷伊藤幸穂　宮芳平　油彩画１点　豊科近代美術館での保存・活用　▷甕典昭　32 Ｖ型ワイド液晶テレビ１
台　豊科交流学習センターでの活用　▷特別養護老人ホームたきべ野　金管楽器　コルネット２本　トロンボ
ーン２本　アルトホルン１本　教育振興の一環として豊科東小学校へ　▷暁岳流日本吟道館宗家　中村暁岳
31,060 円　社会福祉のため　▷箏曲あすか会樹楽韻コンサート代表　等々力たか江　30,000 円　福祉のため▷
株式会社ジン・コーポレーション代表取締役　東本幸子　100,000 円　社会福祉のため　▷株式会社ハーモニッ
ク・ドライブ・システムズ代表取締役社長　笹原政勝　1,000,000 円　市内中学校７校の図書購入費として　▷
立正佼成会松本教会教会長　菅谷知正　50,000 円　社会福祉のため

人間関係づくりから
民生児童委員協議会長

松嶋隆徳

人 権 コ ラ ム

　ある地域では、人間関係の再生を願い「あい
さつ運動」を取り入れ実践しているという。ま
た多くの企業・会社・学校などで、あいさつを
生活目標に掲げていることは周知のことであ
る。あいさつは私たちの生活にはそれほど重要
な存在なのである。しかし地域における現状は
どうであろうか。
　最近こんなテレビ報道があった。要約すれば
次のようである。ある職業高校では生徒の生活
が乱れ、荒れに荒れていた。卒業生が就職した
くても、企業・会社では採用をしてくれない。
そこで学校立て直しに取り入れたのが、「あい
さつ」を基軸にした学校生活の再構築であった。
長い努力と忍耐による実践により、生徒たちは
徐々に高校生としての誇りと自覚を取り戻し自
信につなげた。その結果、就職率 100 パーセン
トを達成した。
　あいさつに始まったこの教育は、何を物語り
教えてくれているだろうか。「あいさつ」には、
人を変え、育て、地域をも変えるという力をもっ
ているといえないだろうか。おそらく、地域社
会においても良好な人間関係づくりの要となる
のではなかろうか。
　無縁社会、絆の崩壊といわれる今、少しでも
明るい人間関係を取り戻したい。すべての国民
は、個人として尊重される。この精神をもって、
だれにも思いやりとやさしいあいさつが交わさ
れれば、「ああ、この地に住んでいて良かった」
と思えるのではと……。
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●講師：
防災システム研究所
山村武彦所長
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